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神奈川県 \ては， ~D恵器は古墳時代後半になって初めて出現し，目、後，奈良時代まで

存続する。しかしながら，この期間の主体をなす土器:む東日本一般の場台とfII)採に，士郎i式

土器でおり， :3lÎ恵器はきわめて少なく，しかも日常生活用具としてよりも，副葬品にあてられ

たものが大部分である。とのような須恵器のあり方に，本地域だけの特性で、はないが，古J五時

代前期に既に須恵器が存在し，そのご，かなりの汗及がみられる近畿地方の場合と Lt三吉しく異

なっている。

こうした事情もあって，県下における須恵器の研究はまだ進んで、おらず，各器形の形態の変

化，器形の組成写については，およその傾向は把握されてはいるものの，不明な点が多く，確

実な編年を行ない得るまでに至っていない c したがって，とこでは，概要を簡単に述べるだけ

にとどめる。

本地域におげる須JE:器の tl'，現時期は，土師式土器の枝川に位置ずけられる鬼高式土器の後半

の土器から伴出するので，ほぼ 6 世紀なかばと考え ιれる。鬼高式土器の前年の段階では，界

]I~土器に，須恵器の影響による若~，ぜ\変化が認められるが，いまのところ確実な共作例は見出
(注1)

せない。しかし，時期別にみらと 6 世紀後半の須恵器は非常に少なく，ほとんどが 7~811と

紀のもので，特に 7世己に入って急に例記c日増しており，時期的な片寄りがある。したポって

須恵器は，主体的存在となり得なかったにせ工， 7~8 世紀には，ある程度普及したことが伺

われる。その間，須恵器の生産が行/三われたか苔かは不明であるが， 6 世紀後半のものについ

ては，出土数からみて，移入品と考えてEll りない。

出土遺跡目りでは，既に述べたように，横穴墳墓に副主された例が長も多く í~8世紀に高

ずる須恵、器が大半を占めることと，時期的に~3'j している。 1 基に高IJ葬きれる個数は，ー艇に

2~3個程度で，それも土式土器と併用される場合が少なくない。結須賀市・長浜C枯穴，

同・烏ガ崎AfA六，藤沢市・折戸 3 号横穴 横浜市・宝泉寺横六などiよその例の一部であゐ。

横須賀市・鳥ガ崎A積アメコ同・吉井城11 111'出穴では，須:恵器の数が多いが， l旦苓が行J二われた

だめで，同一時点におげる個数を示L ていない。古墳に函ilぢぎれたものには， ) 11崎市・第六天

古墳，伊勢原市・登尾山市[墳など るが，前者では長直瓶 2 ，政 2 と土師式土器〈王手形

土器) 1 が，柊者でほ高杯 1 と土師式土器(杯形土器) 5 が共伴しており，杭穴1貫墓の場f? と
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同じく，土師式土器との併用が認められる。まだ，集落ír/からの出士 iム川崎市・末長遺跡，

同・大原遺跡，湯河原町・汁の花i宣跡，藤沢市・若尾山遺跡をはじめ，探鉱分以外にも，横浜

市・三股合遺跡，小町原市・永塚遺跡その他いくつかの何があるが，その存在は全期間を通じ

て，微々たるものであろ。

このような状態は，いずれも本地域におげる須恵器の普及1芝の低さと，後進性を反映してい

る。

吉見}長の種類はかなり多ぐ，査〈長頭宣，小型!玄口査，広口査((笠))，台付壷) , 長額瓶， 1是

瓶， jjζ瓶，横完，器合， .界，高坊，，台付民主等がある。時期によって，器形の消長と形状の

変化が認められ 2""-'3 段階iこ区分できると思われるが，良好な資料にとぼしく，具体的に示

すことができない。

2号形 J) ヨち，比較的多い種相:主，不，長頭査，長頚瓶 Wî等で，台{寸壷と器台は，特殊な

存在である。

注1. 考古資料集成 3 1"土[浦式土日」図 n7J2- 8 ・ 9 の例参照。

注 2. P .10 1"共伴資料支」参照。


